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 On the Psychotechnics in Taoism
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 This paper is a study of psychotechnics in Taoism, focussed on Wu Liu School  (gg) 

in particular. As compared with other schools, Wu Liu School is more liberal in  making 

publicly known its rules and even areas touching on its esoterica. Deeply influenced by Zen, 
it is said to have the greatest number of students of psychotechnics in Taoism. 

  Some illustrations are used to to demonstrate processes of ascetic discipline, which is 

the main feature of this study. 

  The area of spiritual training discussed by this paper has traditionally been named "xian 
 -dad'  (1WI) , which means "the Way to xian-jen"It is closely related with Yoga, esoteric 

Zen and Zen. 

  In present-day China, however, this area of training is called "qi-gong"  (V3), meaning 
"breathing exercise"

, but the above-mentioned traditional name  "xian-dad' has been in 
reuse in recent years. 

  The extent of acceptance in Japan of this asceticism is also referred to.

は じめに

壷中の天地は乾坤の外

夢裏の身名は旦暮の問

これは和漢朗詠集の仙家の冒頭 に引かれる

詩の一節だが,新 選朗詠集にも仙家としてま

とめ.られてお り,日 本人の道教への関心は,

詩文 と医学においてとくに強かった。

壷中の天地 とは,『神仙伝』等に伝えられる

壷公の記事を前提 とし,夢 裏の身名 とは,『枕

中記』の邯鄲の夢について述べるもので,い

ずれも現代風に言えば,こ の乾坤外の異次元

の世界が問題 とされる。

陶淵明の 「菊を採る東籬の下,悠 然 として

南山を見 る」は,長 く日本人に愛唱された。

日本人の好む中国の詩文は極めて道教的であ

った。上田秋成の「夢応の鯉魚」,森鴎外の厂魚

玄機」,芥川龍之介の 「杜子春」などは,直 接

に道教の説話 に取材 したものだが,そ の他に

も影響 を受 けた作品は多い。
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医学については,奈 良朝以降の日本の医学

は全 く道教の医学であった。 これは陶弘景の

多面な才能に由来するが,ニ ーダムの述べ る

ように科学 と相克 しなかった唯一の宗教 とし

て,道 教の注目されるところである。

ところで道教 とは一体何なのか。民衆道教

と成立道教 との関係。文化大革命以後の復 旧

された道教から以前の道教が うかがわれるか。

台湾の道教の位置づけ。道藏についての研究

や校訂の必要性など,い ずれも近年になって

提起 された問題である。

今回は,従 来の筆者の考察の延上線上で,

道教 におけるPsychotechnikに ついて,具 体

的には丹鼎派の技法,す なわち仙道について,

若干考えてみることとする。ただ 『道藏』の

中のぼう大な関係資料,ま た台湾の真善美社

や自由出版社刊の仙道関係の出版物は汗牛充

棟であるので,そ の一端をかい間見るにとど

まる。なおPsychotechnikと いう言葉も,日

本語ではさまざまに訳されようが一 筆者 は

この種の問題について"〈 こころ〉の体操"と

いった無理な表現を用いているが,ヤ スパー

スは初期の主著":PhilosophieII,Existenzer-

hellung"に おいてPsychotechnikに ついて

次のように述べる。

DurchdieGeshichtegehtinvielenFor-

men丶eineTecbnikinnerenHandelns:durch

Verfahrensweisen,welcheinVorschriften

niedergelegtwerden,nimmtderMenschals

EinzelnersichinBehandlung.Erarbeitet

anseinemBewuBtseinszustand,seinen

Gewohnheiten,Reaktionsweisen:Beispiele

sinddieTechnikenmystischerVersen-

kung,dieasketischentTbungen,dietagliche

SelbstprufungmitTagebuchftihrung,his-

torischdieYogapraxis,dieExerzitiendes

Ignatius,diestoischeLebensregulierung,

dieVorschriftenmodemerNervenarzte.

DieseTechnikenandihreWirkungensind

einGegenstandempirischerUntersuchung.

(注1)

も っ と も ヨー ガ や仙 道 を考 え る場 合 に は,

か らだ の 問 題 が 入 っ て くる。 仏 教 にお い て も

身 口意 の 三 業(密 教 的 に は 三 密)と 言 わ れ る

が ∫ 鎌 倉 仏 教 は そ の 中 の 一 業(一 密)を 選 択

(眞宗 で は セ ン ジ ャク,浄 土 宗 で はセ ン チ ャ

ク と讀 む)し た もの で あ り,キ リス ト教 社 会

で の禅 の 移 植 は,欠 け た 身 業(身 密)の 補 完

で あ る の で,比 較 的 容 易 に 行 な わ れ 得 る。

(注2)

な お,キ リス ト教 的 瞑 想 の 古 典 的 作 品 で あ

るイ グ ナ チオ ・ロ ヨ ラ の 『霊 操 』(Ejercicios

Esprituales)で は 「… … これ が 霊 操 といわ れ

るの は,散 歩 した り,歩 い た り,駆 けた りす

るの が 体 操 で あ る よ うに,霊 魂 を準 備 し,整

え る あ ら ゆ る方 法 だ か らで あ る。」と述 べ て い

る。(注3)

今 回 は,仙 道 に つ い て 考 え るわ けだ が,仙

道 にお い て は性 命 双 修(こ こ ろ とか らだ と共

に修 め る)と 言 わ れ る よ うに くか らだ 〉 の 問

題 が 重 要 とな る。 また 〈気 〉 とい った 存 在 を

考 え るの で,ヨ ー ガ の よ うに 神秘 的 で は な い。

〈気 〉 とは欧 米 語 に は訳 しに くい 言 葉 だ が,

vitalenergy,と かWirkungskraftと い った

訳 が,仙 道 を考 え る場 合 に は ふ さわ し い様 に

思 うが,(注4)日 本 語 の場 合 は 日常 言 語 の コ ン

テ クス トの 中で 理 解 可 能 な 言 葉 で あ る点 で,

現 代 の 日本 人 に とっ て も親 しみ や す い 。

仙道諸派の概観

本稿においては道教の丹鼎派すなわち仙道

の修道法 について考えるが,厂 道法三千六百

門,人 人各執一苗根」 と言われるようにその

流派は多様である。

中国の道教は,江 北は全真教,江 南は正一

派(天 師道)と いった布置であるが,分 派は

全真教 に多い。 この点について吉岡義豊氏は

次のように述べる。
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元来,宗 派は天師道系よりも全真教系に多

い。 これは両教系の性格に基づ くものである。

禅的性格の強い全真教では,修 行に自信をも

った道士は,自 己の悟真の内容を偈頌に託 し

て詠出することが多い。このような偈頌が,

弟子たちによって,派 詩 としてあつかわれる

ようになると,す でに一派が成立した ことに

なる。一派をたてるについても,別 段の制限

も規定 もないので簡単である。ただ正式に公

認されるためには,そ の派の道士が,十 方叢

林 に掛単 〈グワタン〉 して登録することが必

要である。十方叢林では,新 しい宗派の登録

があった場合には,開 祖の略歴 と,派 詩 を記

入 した書類 を,全 国の他の十方叢林に通知す

る。そこではじめてその宗派が公認されたこ

とになる。(注5)

では一体,仙 道 にはどのような諸派がある

のか,ま たその道統はどのようになっている

のかを見てみよう。

図1は 蕭天石氏の 『道海玄微』に揚げられ

る 「道家丹鼎派源流簡表」 である。(注6)

この種の系統図は,派 内の主張 と外側から

の観察があるのでまとめに くいものである。

仙道 という言葉 を説明な く,丹 鼎派 と同 じ

意味に用 いたが厳密には,全 く同じ意味で

あるとは言えないが,少 な くとも今回の考察

の範囲では,同 じと考えておいてよい。

改めて述べるまで もな く,丹 道には外丹 と

内丹があ り,元 来は外丹の ことだが,修 道の

説明に丹道の言葉を使用することとなったた

めに内丹 という言い方がされるようになった。

この使われ方は若干曲折 している。 この点に

ついて,吉 岡氏の説明が要を得ているので,

若干長 くなるがそのまま引用 しておこう。

金丹は抱朴子 によって,道 教教理の正系に

編みこまれたが,金 丹道の成立は,金 丹その

ものの解釈 に新生面 をひらいた。金丹道では

内丹,外 丹の説 を立てる。古来の錬金術中心

の金丹説を 厂外丹」 といった。それに対 して,

われわれのからだを丹炉に想定 し,体 内の臓

器 をすべて各種薬材,あ るいは鼎釜にみたて

て,外 物 を用いず,体 内で金丹を錬成すれば,

ついに金身を実現して,不 死の悟道を得ると

説いた。 これを 「内丹」とよぶ。厂内丹」とは

抱朴子のいわゆる 「仙性」なるものを,わ れ

われの体内の 「一粒の金丹」にみたて,古 来

の 「守一の法」 を錬金術の用語で説明した も

のである。「一粒の金丹」は体内の どこにある

のか。 もしも臍下丹田に一粒の金丹を得れば,

金液を生成 して体内を還流し,還 精補脳して

金身を実現できるともいう。 とにか く,錬 金

術の言葉を借 りて,守 一の法を解釈 した もの

が 「内丹」であるから,金 丹道の成立によっ

て,道 教はすべて金丹の原理によって説明で

きるようになった。

金丹道では,紫 陽真人張伯端(987～1082)

の 『悟真篇』を教理の中心にお くから,思 想

的形態はこのころからはっきりして くるが,

実際に道教教団のなかに足場をもつようにな

ったのは,南 宋 の白玉蟾(別 名は葛長庚)

(1134～1220ご ろ)あ た りからである。それ

が全真教の南宗 として くみこまれたのは,元

末の全真道士陳致虚のころである。南北二宗

の語は,地 域的にも,王 重陽の全真教は北方,

金丹道は南方中心であったし,そ れに加 えて

仏教の禅宗の呼び方にならったものである。

ただ金丹道の内丹,外 丹説は,教 理的に北

宗との関係を複雑にした。 というのは「内丹」

の立場 は,北 宗の説 くところと,な んらえら

ぶところがなかったからである。北宗は道禅

(道教禅)と もよばれているが,そ れはその

まま内丹説に合致する。そこで元末以後にお

いては,金 丹道を包括 したはずの全真教が,

大勢としては,逆 に金丹道に包みこまれた形

で展開し,そ のなかでおびただしい分派,支

派が乱立した。(注7)

全真教 においても,当 初から金丹の用語が
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図1道 家丹鼎派源流簡表(天 玄子製)蕭 天石著 『道海玄微』から
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用いられていたとも言われるが,い ずれにし

ろこのことは法訣の表現をぼかすために使わ

れたとも言えよう。

伍柳派の仙道

現在,仙 道 ・道家丹鼎派で(道 家 と道教 と

は分 けて使用されるが,現 代中国語ではその

区別はない),最 も行なわれるのは伍柳派であ

る(図1参 照)。伍柳派 とは伍冲虚,柳 華陽に

始 まるが,修 道の技法を公開 したことによっ

て今 日の隆盛 をもたらしたと言われる。本稿

においても伍柳派について考 えるがその特徴

について,同 じく蕭天石氏の 『道家養生学概

要』の 「伍柳派修真要旨」を引用して説明に

かえる。なお今回は言及 しない他流派の説明

は同書を参照されたい。

伍柳派,爲 伍冲虚,柳 華陽師弟所創。全主

滴淨修爲,仙 佛合宗,爲 龍門嫡嗣,自 署龍門

第八派弟子,本 可視爲北派,惟 以其在丹法修

爲上,究 有若干區分,而 後世之學者又多,門

庭甚盛,故 世人概稱爲伍柳派。約言之,則 北

宗丹法較簡易,伍 柳丹法較繁瑣,比 較有如東

派之與西派者然。若就丹品言,則 北宗可列入

上乘,而 伍柳則祗能列爲中乘。惟以其工法雖

較繁瑣,而 説理淺近,行 文雖較疏略,而 陳義

顯明,且 援佛入道之處,尤 甚於北宗,以 國人

學佛者多,故 易爲入耳。

伍眞人名守陽,明 嘉靖時人,生 於江西吉安。

幼孤貧,精 性理,明 佛三昧,持 身高潔,一 介

不苟。後棄佛修眞,師 事曹還陽,李 泥丸,與

王崑陽三眞,返 服還丹,質 凡咸化。歴經萬歴,

天啓至崇槙,傅 人不少。伍眞本係兼習内外丹

訣而登眞,然 其所著天仙正理直論,仙 佛合宗,

天仙論語等諸書,絶 未渉及爐火,復 能盡掃旁

門,獨 標精義。其所著丹道九篇,係 以闡發仙

宗爲主旨,而 參以佛宗爲證,故 又日仙佛合宗。

與其直論九篇合看,便 得其丹法之全矣。

柳華陽爲伍冲虚眞人之弟子,起 家科第,後

棄儒入禪,終 又棄禪入道,其 事蹟有類於薛道

先禪師之還俗皈道者然。著有金仙證論(按,

又名延壽詮眞),慧 命經二書行於世,銷 行甚

廣。前一書 日人伊藤光遠有譯本,用 現代語分

章節爲之解釋,並 増加内功總論與道語辭解二

章,改 名煉丹内功秘訣。後殷君復爲漢譯。數

年前經本人増訂與改正錯誤,徐 伊藤未譯者加

附外,並 増入慧命經一書,易 名養生内功秘訣,

而列入道藏精華第二集中。對於入門下手,以

此書較爲淺易,除 用現代語解釋外,且 復條理

之,系 統之,井 然不紊。使人易按歩深入,逐

暦做去也。

伍柳一派,以 修氣脉與小周天工夫爲主,參

以佛理及宗門下修禪定工夫,説 理淺近,指 點

顯明,自 明以來,盛 行於各地。不但後世丹經

著述中,引 用其語者極衆,甚 且不少人尊之爲

丹經中之上乘典籍者。實則除對於養生却病,

易於見功外,i佛 道兩門之上乘精義,均 有

未徹之處。此派在修煉上封煉己初功,藥 生内

景,水 源清濁,採 藥眞工,小 周天工法與火候,

與行火功,止 火景,採 大藥工,得 大藥景,三

關工(又 名五龍捧聖秘工),過 關服食工(即 服

氣工),不 漏法(指 精不漏),守 中理(伍 言守

中,柳 不言守中),丹 成景,出 神景,出 神收神

法,煉 神還虚理,以 及工程中防危慮險之要,

均爲担率直論,詳 明指陳,使 人易於了悟,易

於入門。

總之,此 派工夫,有 其易明易悟易修易驗之

處,惟 宜明辨其精粗,去 其繁瑣之法,與 所滲

附之異説,以 之養生却病,鍛 錬精神,確 爲有

盆。雖問附異端,究 無邪説,全 主清淨修爲,

而不渉御女淫術,故 亦不失爲正宗丹法也。

(注8)

清淨修爲であると言うのは,載 接派(房 中

術)で はないと言う意味である。 また伍柳派

は正一派(天 師道)の ような符鐐派でもない。

この説明の中の伊藤光遠著『養成内功秘訣』

とは,日 本語原著 『煉丹修養法』実業之 日本

社,1927年 刊のことである。(注g)原著 と訳書

とを比べて見 ると柳華陽の原文の日本讀みの
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カットしてあるのは当然 として,宗 教的経験

をフロイ ト的に解釈 してある部分などは省略

されているが,説 明が平明である点が歓迎さ

れたものであろう。また近年,主 として伍柳

派の立場で仙道を解説 した高藤聡一郎氏の著

書にも中国語訳『道家仙術神通秘法』(武 陵出

版社刊)が あるが,こ れも同種の意味で中国

語 に訳されたものであろう。

この こととも関連するが,『 因是子靜座法』

の著書 として知 られる因是子 ・蒋維喬は次の

ように述べる。 このことは日本 と中国 との民

族性の違いを指摘するもので興味深い。若干

長 くなるが,そ のまま引用してお こう。

近聞 日本岡田虎二郎,藤 田靈齋,均 倡導靜

坐法,其 徒 皆有數萬人。岡田之徒,著 岡田式

靜坐法,藤 田自著息心調和法,身 心強健祕訣

二書,風 行一時,重 板皆數十次。余取而讀之,

則慨然日…… 「是吾國固有之術也。岡田藤田

之書,平 實説理,不 爲神祕之談耳。惟其説能

本乎科哲諸學,乃 異於吾國古書所云。余於是

乃不能自巳矣。」間嘗黙察吾國民之根性,凡 一

切學術,以 及百工技藝,苟 有超絶恒蹊者,往

往自視爲祕法,私 諸一己,不 肯示人,以 爲公

同研究。 自古至今,卓 絶之藝術,坐 是而不傅

者,蓋 亦夥矣。東鄰之民則不然,得 吾一術,

必公同研究之。共結果且遠勝於我,我 方且轉

而取法之矣。如吾國之外功,其 矗者爲八段錦,

精者爲拳藝。然以自祕之故,不 肯是公同研究,

卒至習者無學,學 者又莫之能習。追明李有陳

元贇其人者,流 亡至日本,以 是術傅幅野七郎

左衛門等。彼國人起而研究之,至 今蔚成柔術。

而我國之拳藝如故也。内功,其 粗者爲可却病,

精者乃可成道。然亦以 自祕之故,不 肯公同研

究,卒 至流爲怪誕 趨入異端。今日本人得其

術,加 以研究,創 爲靜坐法。彼國人自大學講

師學生軍人老幼男婦,多 起而効法之。且學校

有以之加入課程,大 學學生,更 有聯合爲靜坐

會者。 嗜1何 其盛歟!而 我國人則何如也。

夫非以 自祕之故而失其傅耶!亦 可慨矣。(注10)

改めて述べるまでもな く因是子は,現 代気

功の先駆者の一人 として知 られている。また

この引用の中の 『岡田式靜座法』の訳者でも

ある。

修道のプロセス

伍柳派においては,口 決を比較的公開する

と述べたが,伍 冲虚著 とされる 『内金丹心法

秘指』(注11)では説明文の中に練丹の状況を示

す独特なマークが添 えられているのも,説 明

を容易にするためだろうし,柳 華陽著 『慧命

経』(注12)には練丹の各プロセスとその状況を

示す図がそえられてお り,ま た口訣 として出

神の状況を詳細 に説明する 『大成捷徑』があ

る。(注13)

同派の立場 に近代医学の知識を加味して説

明を試みたものに趙避塵の 『生命法訣明指』

(注14)があ り,よ く読まれてた。

現在では仙道関係の資料も,台 湾版のリプ

リントが入手容易なので詳細な説明は省略す

るが,一 応の概観 を示すために 『慧命経』の

図のみをあげてお くこととしよう。(図2)

なお,柳 華陽は図による説明を試みたこと

について,「古聖高賢將性命歸一之旨,巧 喩外

物,不 肯明示直論,所 以世之無雙修者矣。」さ

らに 「旦此之所立者,是 願同志之士,明 此雙

修之天機,不 堕傍門」 とする

この種の練丹の技法,す なわち河車,周 天,

温養などの技法を一枚の図で示した ものが内

徑図である。図3は 現代の内徑図 として自由

出版社か ら印行されているものである。(注15)

図は大きな掛物に表装 された ものを縮尺 した

ので見に くいが,図 の下の中央で河車を廻 し,

気を督脈にそって泥丸まで上げ,任 脈 にそっ

て降す様子が描かれてお り,人 間のからだの

中の気の道すじを現わす。

牧 馬 図

修道のプロセスを段階的に図示したものと

して,禅 では十牛図がよく知られている。チ
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ベ ット密教では曲折した天に通ずる坂道に象

を追 って行 く12匹の象を描いた牧象図があ り

「(悟りの)地 の道程」とよばれる,江 北 に中

心のあった儒教や道教では牧馬図となる。

十牛図には普明のものと廓庵のものとがあ

るが,普 明のものが円相で描かれる双泯で終

っているのに比べて,廓 庵のものは人牛倶忘,

返本還源,入 廓垂手 と分けられ,い はば弁証

法的に現実に回帰するのが特徴だが,道 教の

牧馬図は,普 明のものを基 としなが ら廓庵の

三図を道教的に解釈し直し,さ らに簡古な大

極図を加えている。

図4は 『道藏』洞真部方法類の,「 上乗修眞

三要巻上」重字號所載のものである。図のみ

を掲げたが,普 明のものや牧象図では,黒 い

牛や象が次第に白くなって行 くが,牧 馬図の

場合は初めから白馬である。「壷中別有一重天」

とか,「元来始初紫金仙」といった説明も道教

的である。(注16).

かつて全真教の七真の一人,丘 長春は,ジ

ンギス汗の,「真人遠來,有 何長生之薬,以 資

朕乎。」という問いに答 えて,「有衛生之道,

而無長生之薬」と答えたと『長春眞人西遊記』

(注17)に書かれているが,こ のことは全真教の

立場を明確に主張するとともに,ま た人々が

道教に何 を望んでいたかが示されている。

仙道 と気功,

新中国では仙道の伝統は気功 として受けつ

がれている。経絡についての実証的な研究は

中国医学の成果であり,小 周天の技法 も保健

のために行なわれる。

現代の気功の代表者 としては,前 述の蒋維

喬,他 に郭林,劉 貴珍,陳 櫻寧,胡 耀貞など

著名であるが,仙 道 との関係で とくに注 目さ

れるのは陳櫻寧の 「靜功」であろう。

同氏は1957年 に中国道教会が成立した時に

副会長をつ とめ,長 く白雲観に住み同会長を

もつ とめた人で,杭 州の屏風山の労働者療養

院で靜功の指導をした人 として知 られる。

同氏の書かれた ものは,近 年になって,人

民体育出版社刊の『气功精逸』(同 書の中国人

による日本語訳がある)(注18)に収められ広 く

知 られるようになった。
「靜功」それ自体の説明は同書によるとし

てその中で 『莊子』の心斉について述べる部

分を,若 干長 くなるが引用 しておこう。

『荘子』(心 齋法)(『荘子』第四篇 「人間世」

篇)に こう記されている。
「顔回日,敢 問心齋?仲 尼日,若 一志,無

聴之以耳,而 聴之以心,無 聴之以心,而 聴之

以気,聴 止於耳,心 止於符。気也者虚而待物

者也,唯 道集虚,虚 者心齋也。」

これは,全 部静功のや り方に関する説明で

ある。各句の意味 とそのや り方について解釈

してみよう。

(1)「 若一志」一 練功をはじめるとき,

精神 を専一すべき,雑 念の邪魔があってはい

けない。でなければ,稽 古はうまく行われな

い 。

(2)「 無聴之以耳,而 聴之以心」 精神

を集中(意 念帰一)し たら,聴 字訣(聴 くと

いう方法)で 練功しはじめる。注意すべきこ

とは,普 通 「聞 く」 というな ら,耳 で音を聞

くのを指すにきまっているが,こ このいわゆ

る 「聴 く」はそういう意味ではない。ただこ

の点に関 しては,今 までの解釈のなかから明

確な答えが得 られない。ここでは,鼻 で呼吸

する気(息)を 聴 くと理解すべきである。

衆知の通 り,お よそ呼吸器官が正常で,障

害のない者なら,鼻 からの息は音がない。だ

から 「無聴之以耳」 というのである。音はし

ないが,誰 でも自分の鼻から出入する息の速

さやふとい細いを知っているに違いない,た

とえ難聴者でもそれを感じているはずである。

だか ら 「耳で聞 くなかれ,心 で聞 くべし」と

書いたのである。

(3)「 無聴之以心,而 聴之以気」 息を

心で聞 くべしと上に述べたが,こ こでふたた

9



図
4

牧
馬
図

「
上
乗
修
身

三
要
巻
上
」

『道
藏
洞
眞
部
方
法
類
』
か
ら

一10一



び 「心 で 聞 くな か れ 」,「気 」 で 聞 くべ し と書

い た の は,ど う解 釈 した らい い だ ろ うか 。「気 」

(息)で 息 を聞 く とは明 らか に不 合 理 で あ る。

「聴 息 」の鍛 練 を長 くつ づ け る と 「心 」と 「息 」

とは,だ ん だ ん合 一 とな り,両 者 を区 別 す る

こ とが で きな くな る とい う こ とが あ る。 そ う

な る と,「 息 」が す で に 「心 」の聴 く対 象 とな

り得 ず,し た が っ て 「心 」 で 「息 」 を き く と

もい え な くな る。 故 に,こ うい う状 態 に な っ

た らば 「心 で聞 くな か れ 」 と教 え て い る わ け

で あ る。

この と き,「 神 」 と 「気 」(心 と息)は 互 い

に合 一 とな った と はい え,ま だ 完 全 に融 合 す

る境 地 に は至 って な い 。 な お感 覚 が少 し残 っ

て い る。 つ づ けて や れ ば,ま もな く,自 然 と

全 く無 感 覚 の境 界 に入 っ て し ま う。 な お 少 し

感 覚 が残 って い る頃 か ら,全 く無 感 覚 にな る

まで,こ の ご く短 か い 間 で は,心 と息 と を対

立 させ て,心 で 息 を き く とす る よ りも,む し

ろ 「気 」 で き く とい っ た 方 が適 当 で あ る。 こ

こで,な お 聴 とい う字 を つ か って い る けれ ど

も,実 際 に は耳 で き く とい う意 味 はす で に な

くな り,丁 度 中 国 の熟 語 に よ くあ る 「聴 其 自

然 」(自 然 に任 す),「 聴 之 任 之 」(な りの ま ま

にす る)の 如 くで あ る。 この よ う に荘 子 の言

葉 を解 釈 す る な ら,も っ とも適 当 で は な か ろ

うか。

(4)「 聴 止 於 耳,心 止 於 符 」一一練 功 の は

じめ の 頃 は,「 一 字 訣 」(若 一 志)に 注 意 し,

心 が専 一 にな った ら,「 聴 」に努 力 す る 。 さ ら

に 進 め ば,「 止 」 の稽 古 を し な けれ ば な らな

い 。(即 ち 厂聴 」 を 制 止 或 い は 制 御 す る こ

と)。 修 業 が こ こ まで くる と,漸 く 厂混 沌 」の

世 界 に入 り,神 と気 が 合 一 とな り,「 心 」と し

て の 感 覚 が な くな る。 だ か ら「心 止 於 符 」(符

は 神 と解 す べ し)と い う。 こ うい う境 界 は無

知 覚 で あ り,表 面 は眠 っ た よ うに み え るが,

身 体 の 内 部 は眠 り とちが う もの で あ る。

(5)「 気 也 者 虚 而 待 物 者也,唯 道 集 虚,虚

者 心 齋 也 」 一 静 功 を や りとげ れ ば,最 後 に

は 厂虚」(虚無)と いう境界に入る。 これはし

らずしらずのうちに自然に達するもので,意

識でつ くり上げたものではない。静功の全過

程は,「後天」から 「先天」にかえるもので,

この 「虚」の境界は,先 天の立場から体得す

べ きである。一般ならば,厂神気合一」の境界

に達すれば;す でに充分であ り,さ らに先天

の境界 を追求する必要はないだろう。(注1g)

『荘子』の 「大宗師篇」の中の有名な 厂眞

人之息以踵,衆 人之息以喉」や坐忘について

の説明 も,そ れを補足する口訣がなければ技

法 とすることはできない。おそらく何等かの

口訣が,い つかはつけ加えられたことがある

のだろうが,そ の種の説明は従来ほとんど公

開されなかったし,か りに伝承されていたと

しても,現 在では,忘 失されたのだろう。

これ と関連して前述の伊藤光遠氏は,前 述

の 『煉丹修養法』の中で次のように述べる。

また屈原の離騒を讀んでも,そ の措辭の幽

玄にして,神 韻縹緲たる中に,精 を全 うする

方法を暗示 してゐるが如 くである。儒教はも

≧より倫理主義の教であるので,表 面はさう

した問題に觸れてゐないやうであるが,儒 門

の根底 を爲すと稱する大學に 「止 ることを知

って,而 して後 に定まることあ り。定まつて

而 して後 に能 く靜かな り。靜かにして而して

後 に能 く慮る。慮つて後に能 く得。」とあるの

を讀めば,孔 門傳授の心法 とか,道 統の傳 と

かいふものは,こ の止るを知って云々の數語

のうちに含有せ らる 〉が如 くに思はれる。然

しこれを實修する細目に至っては,何 等 ら口

訣がないので,明 らかに知ることが出来ない。

かの尭が舜に傳へたといふ 「維れ精,維 れ一

にして,ま ことにその中を執れ。」といつた中

の如 きも,當 然別に何等かの口傳がなければ

ならない筈である。
あは

易に 「天地細紜,萬 物化醇す。男女精を構

せて,萬 物化生す。」といつてゐるのも,た ゴ
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自然現象をありのま}に 語つた ものとのみ見

ることは出来ない。易の全部が,陰 陽の交錯

から成立つてゐて,道 の本源 もこ〉に在 りと

して 「一陰一陽これを道 といふ。」 と稱 して,

道の出發點を一陰一陽に求めてゐるのに徴す

れば,そ れから演繹して來て,修 養の根底を

男女の精をあはせる上に置いてゐない ことは

誰かいひ得 よう。同 じく易に 厂聖人 これを以

て心を洗ひ,光 に退藏す。吉凶民 と憂を同ふ

す。」といつて,心 を洗つて密に退藏するの要

を説いたのは,以 て神明を幽賛する所以で,

目的を定めず従らにこれをいつた ものではな

く,修 養上,實 にその指すところがなければ

ならぬ筈である。

か うした修養法は,恐 らくは支那の古代に
こう

於いて傳へられてゐたが,か の 「中冓の言は

説 くべからず。」の筆法で,師 々弟々,密 に口

傳 したもので,中 冓の言は,誰 しも日々常用

の事であ りなが ら,言 の醜なるを忌んで,こ

れを語 らないやうに,修 養の眞訣は,こ れを

公然顯説 しなかつたこと〉思はれる。爲めに,

その傳 は,儒 家に於てはいつ しか絶えて,遂

に傳 はらないや うになつたのではあるまいか。

か く性的本能に基礎 を置いてゐることを内

容 とする修養は,特 に老莊の學問に於てその

色彩が濃厚なところから,そ の方面の修道者

に限つて傳承 し來つた。(注20)

陳櫻寧氏の説明は,た またま莊子の心斉に

ついて述べたものだが,老 子の 『道徳経』に

ついて もその種の口訣はあったと思われる。

た とえば黄元吉の 『道徳経精義』(注21)は仙道

の立場からの解釈を述べたものである。なお

老子についての仙道的解釈の妥当性は,第 十

章の載營魄抱一 などに典型的に現われる。黄

元吉は 「此章開口即説煉精化氣之道」 とす る。

黄元吉は儒教の影響の強い三教一致の中派に

属するので禅の影響の強い伍柳派 とは異った

風景である。

仙道の技法を主 として図により見てきた。

それは東西のさまざまな修道法 と重なる部分

もあるが極 めて特徴的なものである。その理

由の一端 として,気 という精神的にのみとど

まらない,一 部実感することのできる存在を

考える立場にもよろうが,よ り多 く中国人の

好む具体性を持った思考方法に基づ き伝承 さ

れた技法であるからであろう。

もっとも出神(慧 命経の図では出胎 となっ

ている)に ついては,人 々は出神 を目指して

努力 した として も,ま たそれが実現した とし

ても,稀 少例であるので,反 復 して生起する

事象のパターンを研究する科学の対象 とはな

りにくい。葛洪が 『抱朴子』の論仙の中で述

べるように,希 少であることは無いことでは

ないといった論理(不 完全枚挙の虚偽)を か1

りることとなるだろう。
一つのアナロジーで考えれば,『無門関』の

第三十五にも引かれる 『離魂記』の倩娘の離

魂は,い わゆるDoppelganger(復 体)と 類似

するが,復 体 についての報告は東西ともに多

くゲーテも復体を見ている。

復体 についてはその事実は認められなが ら

も,そ れが何であるかは現在の ところわかっ

てはいない。出神についてはより以上希少例

なので明 らかではない。た 〉'人々 が『列仙伝』

や 『神仙伝』 また 『歴世眞仙體道通鑑』など

を読みふけることは,丁 度カ トリック教徒が
「聖人伝」を読むことと同じように,一 つの

心的傾向が形成 されることは事実であろう。

尸解 も,そ の場合無理なく受け入れられるこ

ととなる。

なお陳櫻寧氏は,現 代における,こ の種の

領域の指導者の望ましい条件について次のよ

うに述べている。

問:内 功の指導者 として如何なる条件を備

えるべきか?

答:「 内功」というのは,静 功 とすべての

気功 を指す。昔の師匠がその方法を教

えるのはごく簡単で,た だきまりきっ
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た歌訣(要 領 を一句つつまとめ くちず

さめるようにした もの)を 学ぶ者 に教

えるだけですむ。後は一切学生 に任せ,

指導者が何ら責任を負 う必要はない。

ところが今の内功を学ぶ人は,大 部分

病気をなおすためであるから,そ の指

導者 となるには,も う昔の様 に簡単で

はな くな り,一 般に下記の条件 をそな

える必要がある。

①医学の知識を持っていること。

②臨床経験があること。

③おだやかな性格 とたゆまない教育心があ

ること。

④謙虚で学問を好み,自 分の意見を固執 し

ない こと。

⑤病人が気功をやるとき,ま ちがいを出さ

ないように努力すること。

⑥静功をやる時,病 人の体内に生じた特別

現象を正 しく見分 けることが出来,そ し

てそれに対応する方法を知っていること。

⑦昔の練功法 も良 く知 っていて,か つ豊富

な知識をもっていること。

以上の条件 をそなえ,いつも熱心に学問の

研究をすすめ,各 種の練功方法をいろい

ろな観点から良 く理解し,か つ上手に活

用できる者 こそ真の内功指導者 といえる。

(注22)

おわ りに

最後に,日 本 における仙道の受容のされ方

について,若 干考えてみよう。

有名な例 としては,白 隠禅師が『夜船閑話』

の中で述べる,白 幽子か ら仙道を学んだとい

う記述があるが,そ の内容が どの程度のフィ

クションなのかは明 らかではない。そこには

同禅師の仙学についての知識が投影 されてい

る。

大森曹玄氏は,「龍沢寺版 『白隠年譜』に依

れば,頭 脳暖か きこと火の如 く,腰 脚冷えて

氷の如 く,な ど十二種の凶相が記されている。

肺病 と神経衰弱が一ぺんにきたような症状で

ある。その時"安 那覚 ・般那覚の二三昧"を

修 して治療 したとあり,欄 外 にそれを 「大安

般守意経」だ と注記している。」とされる。 こ

れは村木弘昌著 『釈尊の呼吸法』(注23)の「刊

行によせて」に書かれた言葉だが,村 木弘昌

氏 とは,先 に引用 した 『因是子靜座法』の中

で内功 とよばれる藤田霊斉氏の調和道の後継

者であり医師である。藤田氏は真言宗の僧で

あり,独 特な健康法 を提唱したのだが,こ の

調和道の二代 目会長である村木氏は,医 師の

立場か ら,学 習者 を医学的に納得させた上で,

健康法を行 じさせている。 このことは現代中

国において,仙 道も医学的に研究され,気 功

として生かされているのと共通の流れである。

岡田式靜座法についても,因 是子はそれを

内功 として述べているが,日 本に留学 した時

に,中 国人 として最初に岡田氏の指導を受け

た雷通群氏の回想が,李 樂イ求氏の『仙学妙選』

(注24)の冒頭の介紹文の中に記されている。『岡

田式靜座法』(注25)の後半部分は,各 界の人々

がさまざまな立場から同靜座法を実習した記録

であり興味深い。(た"最近出版されたリプリン

ト版では,著 作権の関係からかその部分がカ

ットされている。)

現代 における仙道学習書として,版 を重ね

ているものに,許 進忠著 『築基參証』(注26)が

あり,ま たさまざまな立場からの学習を紹介

したものとして前述の李樂イ求著 『訪道語録』

(注27)がある。前述の高藤聡一郎氏の著書(注28)

には,上 記二著からの仙道学習の興味ある具

体例 も紹介 されている。

性命双修を説 き,根 底 においては気の一元

論に立つ仙道の学習は,密 教禅や禅,ま たヨ
ーガなどよりも,少 な くも現代の日本人には

近づ きやすいかも知れない。白隠禅師の場合

もその一例だが,禅 の学習のために仙道を併

用することは効果的であると言われるし,ヨ
ーガと仙道 とを相互 に関係づけながら学習す
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ることも,少 な くも日本では両方の側から或

る程度行なわれている。(注2g)

元来,仏 教が中国化されたのが禅だが,そ

の中国化の一層進んだものが仙道であると言

った見方も可能であろう。 これに対して日本

では,密 教で も宋代の禅でも,移 植文化の常

として移植されたものを,比 較的純粋に伝え

つ ゴけた。それは丁度,イ ンドでは亡んだ仏

典の各段階 ごとの文献が中国語で残されてい

るように,い ずれも貴重な遺産である。 この

ことは,た とえば全真教の初期の文献 も,流

派にとらわれずに,学 禅のための貴重なア ド

バイスとして利用することを気づかせる。

また仙道の学習のためには,内 功だけでな

く外功 も一部必要 となるが,今 回の考察の対

象外なので言及 しなかった。旧本に大成拳の

流れを伝える沢井健一氏の 「大気拳」はその
一例であるが,(注30)その中で述べられる立禅

なども,内 功 と併せて行ぜられることが望 ま

しい。

近年 にな って日本人の道士が生 まれたが

(注31)歴史的に中国の王朝の交替期には,か な

りの数の中国人が渡來し,そ の時々の文化 を

伝えた。文化大革命の激動のあと,さ まざま

な形で仙道 も日本に移植され伝承 されて行 く

のではないだろうか。 またこのことは世界的

な道教研究のブームとも相応するものであり,

その際にも,漢 字文化圏として,そ の主要な

タームを共有 している利点は大きい。元來,

基本的な言葉は他の言葉で言いかえることは

できないからである。

宗教的神秘思想については,し ばしばその

体験の類似性が説かれるが,仙 道の場合には

技法的にも体験内容においても,と くに出神

による永生を考える立場は他に類 を見ない。

古代エジプ トのガという魂がそれに近いかも

知れないが,文 化 としてはすでに亡び伝承の

絶 えたものである。

仙道について考 えることは,一 つには人間

の可能性への追求であるとともに,東 アジア

の宗教思想を考えるための不可欠の作業であ

ると言ってよい。

なお一言だけつけ加えれば,キ リス ト教で

言 う復活 と道教で言 う尸解 とは,同 じ現像を

別の立場で述べたものと言える。臨済録の普

化の記述に尸解の考えの影響のあることは改

めて述べるまでもない。

(注1)KarlJaspers"PhilosophieII,Existenz-

erhellung"Springer-Verlag,1932.s.323.

草薙 正 夫 ・信 太正 三 訳 『哲 学II,実 存開 明』

創文 社,1964刊 。Psychotechnikを 精 神 工学

と訳す こ とな ど若干 疑 問 が あ るが,参 考 まで

に同書 の 日本 語 訳 を揚 げ てお こ う,

「内 的行 為 の技術 とい うべ き もの は,い ろい

ろの形 を とって 歴 史上 に あ らわ れ てい る。処

方 箋 に定 め られ た色 々 な 取扱 い方 に よっ て,

人 間 は,個 人 と しての 自分 を処理 す る。 人 間

は,か れ の意 識 状 態,か ずか ず の 習慣や 反 応

方 法 に工 夫 を こ らす。 例 をあげ れ ば,神 秘 的

な沈潜 の技術,禁 欲 的 な修 業,日 記 録 に よ る

日々 の 自己 反省 な どが あ り,史 上 の実例 とし

ては イ ン ドの瑜伽 の苦行,イ グナ チ ウス ・ロ

ヨー ラ の心霊 修 業 や ス トア 派の 生 活規律,現

代 の神 経 医 の処 方 な どが あ る。 これ らの技 術

お よび その効 果 は経験 的 研 究 の対 象 で ある。」

(同 訳 書p.365)

Yogapraxisも,ヨ ー ガ の実 践 とす べ きで

あ ろ う。

(注2)仏 教 にお け る三業(三 密)と キ リス ト教 にお

ける一 業 な い しは二 業 の関 係 か ら,キ リス ト

教社 会 にお け る仏教 と ぐに禅 の受 容 につい て

は,林 知 己夫 ・米沢 弘 共著 『日本 人 の深 層 意

識 』(NHKブ ックス)日 本 放送 出版教 会,1982

年刊 で論 じたの で参 照 された い。

(注3)聖 イ グナ チ オ ・デ ・ロ ヨラ著,霊 操 刊行 会 訳

『霊操 』 エ ンデ ル レ書 店 ,1956年 刊,p.25

(注4)福 井文 雅 「西 洋 文献 にお け る く気〉 の訳 語 」,

小 野沢 精 一,福 永光 司,山 井 湧編 『気 の 思想 』

東 京大 学 出版 会,1978年 刊 参 照

(注5)吉 岡義 豊 『永生 へ の願 い一 一道 教』(「世 界 の

宗 教 」9,淡 交 社,1970年 刊)p.198

(注6)蕭 天 石 『道 海 玄微 』自由 出版 社,民 国七十 六
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年再版

(注7)注5上 揚書pp.161

(注8)蕭 天石 『道家養生学概要』 自由出版社,民 国

五十二年初版,p.136

(注9)伊 藤光遠著 『煉 丹修養法』(復刻版)谷 口書

店,1987年 刊,p.6～8,同 書の原版 は実業の

日本社,1927年 刊

(注10)因 是子 ・蒋維喬著 『因是子靜座法』について

はさまざまな版があるが,入手容易なのは『道

藏精華』等二集,『靜座法輯費 自由出版社,

民国七十三年,同 書にはその 「続編」および

「実験談」が含 まれる
。

(注11)伍 冲虚著 『内金丹心法秘指』,『道藏精華』第

四集,自 由出版社,民 国六十五年再版

上記以外の伍冲虚 の著書 は 『道藏輯要』 また

新文豊出版公司版 『道藏』 には追加 として加

えられている。 また 『道藏精華』 自由出版社

刊第一集 の中に 『伍冲虚丹道全集』がある。

また 『古本伍柳仙宗全集』眞善美社刊,民 国

五十一年初版,『伍柳僊集』河南人民出版社,

1987年 刊がある。現代中国語訳 と解説 として

は連陽居士著 『仙道心法眞傳一 天仙正理直

論 白話譯解』武陵出版社,民 国七十六年刊が

ある。

(注12)柳 華陽著 『慧命経』については,注11の 『古

本伍柳仙宗全集』が便利であろう。図 はそれ

によった。 『金仙証論』については,本 文に述

べた様に注9の 伊藤光遠氏の日本語訳 と解説

とがあ り,そ の中国語訳(一 部追加)が 『養

生 内功秘訣』で 『道藏精華』第二集,自 由出

版社刊の中に収 められている。 また『慧命経』

の部分訳がC.G.ユ ング,R.ヴ ィルヘルム

著,湯 浅泰雄 ・定 方昭夫 著 『黄金 の華 の秘

密』,人文書院,1980年 刊に収め られている。

現代中国語訳 と解説 としては 『金仙證論』 に

ついて連陽居士著 『仙宗禪法靜坐心要』武陵

出版社刊,民 国七十七年刊がある。

(注13)楊 青藜著 『大成捷徑』(柳華陽祖師 口述,了 塵

師再述,楊 青藜筆記)眞 善美社,民 国五十三

年初版

(注14)趙 避塵講授 『性命法訣明指』眞善美社,民 国

五十二年重刊

(注15)厂道門秘傅内徑圖真蹟」『道藏精華外集』 自由

出版社印行

(注16)十 牛図については,日 本語の解説は各種 ある

が,そ の由来 について,上 田閑昭,柳 田聖山

著 『十牛図』筑摩書房,1982年 刊 の中の柳田

聖山氏 の解題 によられたい。また柳田聖山「十

牛図再考,覚 書(そ の1)」 『中部大学国際関

係学部紀要,no.3』1987年 に詳細 な説明があ

る。同論文にはチベ ット牧象図の版画の写真

がのせ られている。壁画の牧象図の写真は,

井上隆雄 『チベ ッ ト密教壁画』1978年,駸 々堂

刊にラダクのス ピトク寺院の ものが収 められ

ている。

(注17)李 志常述 『長眞人西遊記』『道藏』群字號およ

び 『道藏精華』第五集所収

(注18)人 民体育出版社編,林 国本他訳 『気功』べ一

スボール ・マガ ジン社,1982年 刊。同書は林

氏他5人 の中国人 による日本語訳である。原

本の『气功精逃』の資料編 を除いた本文の訳 で

ある。 まま不思議 な日本文があるが,現 代 の

主要な気功が紹介 されている。 その続編 も同

じく人民体出版社か ら刊行 されている。

気功 についての出版物は近年 とくに多いが,

用語の英語訳 を知 るために便利な英語 との対

訳本の小冊子 を一つだけ紹介 しておこう。胡

斌著 『氣功科学淺釋』英語の題 は"ABrief

IntroductiontotheScienceofBreathing

Exercise"byHuBing,海 峰出版社(Hai

FengPublishingCompany,HongKong)

1982年刊。

(注19)前 揚書p.51～53

(注20)注9のp.6～8

(注21)黄 元吉 『道徳経注解』 または 『道徳経精義』

内容は同じで別の版による,前 者は 『道徳経

解』真善美社,民 国六十七年初 版,後 者は道

藏精 華第四集,民 国六十七年第二版がある。

同書 では第十章は別 として,は じめに各章の

一般的な解釈 を述べ
,つ"い て仙道的な解釈

を述べ る。 なお黄元吉には『樂育堂語録』,『道

門語要』があ りよく読まれ る。

(注22)注18のp.59

(注23)村 木弘昌著 『釈尊の呼吸法』柏樹社,1979年

刊。同氏にはその他 に同じ出版社か ら 『万病

を癒 す丹田呼吸法』1984年刊,『 白隠の呼吸法

一 「夜船閑話」の健康法に学ぶ』1985年 刊
,

がある。また 『改定版,丹 田呼吸健康法一 一
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調和息入門』創元社,1984年,の 中に,「基本

は霊斉先生の ときと変わ りはあ りませんが,

以前は実習を重ね体験によって自ら会得する

とい う指導 でしたが,現 在は,こ まか く指導

され納得の行 くまで教 えが受 けられる」 と藤

田氏 と村木氏の両者から指導 を受けた人の体

験談がある。

なお 『白隠の呼吸法』の中で村木氏は歴史的

人物 としての白幽子につ いてい くつかの考え

を紹介 している。

(注24)李 樂イ求選著 『仙學妙選』 眞善美社,民 国五十

六年初版

(注25)『 岡田式靜 座法』 は岡田氏 自身の著作ではな

く実業之 日本社編著,明 治四十五年,同 社刊

で版 を重ねた。

岡田氏ば49歳 で死去 し,当 時同靜座法実習者

に動揺 を与 えたが,現 在読み返 してみZも 内

功の一つの立場 を代表する魅力のある内容で

ある。ただ復刻版では本文 でも述べた ように

興味深い後半がカッ トされている。

なお,岡 田式は道元禅 と類似す る点がある。

(注26)許 進忠著 『築基參証』眞善美社,民 国五十四

年初版

(注27)李 楽1求編述 『訪道語録』眞善美社,民 国五十

五年初版

(注28)高 藤聡一郎氏 の仙道 関係の著書は多いが,本

稿 との関係で言 えば,『仙人入門』(1978年),
'
『仙人になる法』(1979年),『仙人不老不死学』

『仙人瞑想法』(1981年)い ずれ も大陸書房

刊,ま た 『超能力仙道入門』学研,1953年 刊

な どがある。同氏 にはその他 にも気功関係 の

著書がある。

同氏の著書の中国語訳 もある と述べたが,仙

道の紹介書 として同氏の著書 は題 から予想 さ

れるような一過性の ものではな く,こ の種領

域を考 えるために貴重な内容である。

(注29)ヨ ーガの方向か ら経絡や周天について述べる

ものに,本 山博著 『密教 ヨーガ』宗教心理出

版,1982年 刊な どが ある。同氏 の指導はチ ャ

クラの覚醒のために経路 と小周天 をはじめに

指導する。

仙道側か らのもの としては注28の 前掲書参照

(注30)澤 井健一著 『大気拳』 日貿 出版社,1976年 刊

(注31)日 本における最初の道士 とは早島正雄氏 のこ

とで,1969年,台 湾 で竜門派13代 を允可され

た とされ,い わき市に 日本道観 を設立 した。

同氏は 日本で導引術 を伝 える大高坂家の嬌流

に生まれる。(早島正雄著 『洗心術入門』光文

社,1985年 刊の著者紹介による。)

なお,参 考文献 として今回は引用 しなかっ

た もの を2,3追 記 してお こう。

アンリ ・マスベ ロ,持 田李未子訳 『道教の

養性術』せ りか書房,1987年 刊

『仙学』(合 訂本)1～6 ,仙 学雑誌社印

行,眞 善美社,民 国62年～63年 刊

同書は伝統的 ともいえる台湾における仙道研

究の近況 を知 るのに便利である。(元来は小冊

子 を合本 した もの。)

佐保 田鶴治 ・佐藤幸治編著『靜座のすすめ』

創元社,1967年 刊には各種靜座法が紹介され

て居 り,ま た両氏の対談には岡田虎二郎氏の

死去 の頃のことが述べ られている。

仙道一般 については(注8)を 参照
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